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はじめに

Target Detachable Coilsの新たな製品ラインとしてTarget 
Nano Coilsが本邦においても使用できるようになった。今
回我々はTarget Nano Coilsが有用であった症例を経験し
たので報告する。

我々の経験上、Target Nano Coilsには以下のような製品
特徴が挙げられる。
1）非常に柔軟なコイル性能を有する。
2）Target Detachable Coilsと同じ高いDelivery 

Wire性能を有する。
3）極小化されたJunction構造によりコイル留置中のマイク
ロカテーテルの高い安定性を実現できる。

4）優れたPushabilityにより留置済みコイルとしっかり絡
み安全なコイル留置が実現できる。

5）上記4点が融合したCoil Systemにより高い塞栓率を実
現できる。

症例概要

54歳、女性。
病歴 ：破裂脳動脈瘤に合併した未破裂脳動脈瘤（左上小脳

動脈瘤）2.9mm×2.2mm（Neck:1.6mm）
既往歴 ：破裂右中大脳動脈瘤・未破裂前交通動脈瘤に対す

るクリッピング術
家族歴 ：実母が破裂脳動脈瘤によるクモ膜下出血で死亡

手技（シンプルテクニック）

全身麻酔導入後、右大腿動脈アプローチで7Fガイディング
カテーテルを左椎骨動脈に留置し、3D-DSA 画像を参考に
ワーキングアングルを決定した（Fig.1-1）。動脈瘤の局在
は左上小脳動脈、サイズは長径2.9mm・短径2.2mm・ネッ
ク1.6 mmであり末梢性極小脳動脈瘤であった。マイクロカ
テーテル（Excelsior SL-10R, Stryker）をガイドワイヤー
の誘導下に動脈瘤内の中央ややネック寄りに留置した。1stコ
イルとして、Target 360˚ Ultra 2.5mm×4cm を挿入した
（Fig.1-2）。2ndコイルとして、Target Helical Ultra 2mm
×2cm の挿入を試みたが、デリバリーワイヤーにかかるテン
ションが高くコイルサイズが大きいと判断して回収した。そこ
で、Target Helical Nano 1.5mm×2cm を挿入すると明ら
かにデリバリーワイヤーにかかるテンションが低くなりストレ
スなく挿入できた（Fig.1-3）。更に、Target Helical Nano 
1mm×2cmを挿入すると適度なテンションを保ちながら挿
入ができた（Fig.1-4）。以上により動脈瘤の完全閉塞が得ら
れた（Fig.1-5-6）。患者の術後経過は極めて順調であり何ら
合併症なく退院した。

症例1 末梢性極小脳動脈瘤に対する
Target Nano Coils を用いた塞栓術
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■使用コイル
1stコイル ：Target 360˚ Ultra 2.5×4
2ndコイル ：Target Helical Ultra 2×2（回収）
3rdコイル ：Target Helical Nano 1.5×2
4thコイル ：Target Helical Nano 1×2

ポイント

本症例は上小脳動脈末梢部に局在する極小動脈瘤である。
末梢性極小脳動脈瘤は、ガイディングカテーテル先端から動
脈瘤までの距離が長いため、マイクロカテーテルの安定性が
悪くキックバックを生じやすい。そのため術中破裂のリスク
も高く無理な塞栓術の施行は厳禁である。本動脈瘤も技術
的にタイトパッキングを得るのが極めて難しい動脈瘤であっ
た。術者はファーストコイル挿入後にセカンドコイルとして
Target Helical Ultra 2mm×2cmを選択したが、挿入中の
デリバリーワイヤーにかかるテンションは高く、術中破裂を
危惧して回収せざるを得なかった。そこで、Target Helical 
Nano 1.5mm×2cmを選択すると術中破裂のリスクを全
く感じさせずに極めてスムーズに挿入できた。更に、Target 
Helical Nano 1mm×2cmを選択すると、デリバリーワイ
ヤーにかかるテンションを正確に感じつつコイルを挿入する
ことが可能であった。
概して1mm-1.5mm径といった極小径コイルはデリバリー
ワイヤーにかかるテンションを捉えにくい傾向があるが、
Target Nanoは高いデリバリーワイヤー性能を有するため、
この点からも安全にコイルを留置することができる可能性が
高いと思われた。

まとめ

Target Nano Coilsを用いることにより、末梢性極小脳動脈
瘤という技術的にタイトパッキングが困難な動脈瘤に対して
も安全かつ満足のいく塞栓結果を得ることに成功した。

Fig.1-1
治療前ワーキングアングル

Fig.1-2
1stコイル挿入後

Fig.1-3
Helical Nano 1.5mm×2cm 
挿入後

Fig.1-4
Helical Nano 1mm×2cm 
挿入後

Fig.1-5
治療後ワーキングアングル

Fig.1-6
治療後ワーキングアングル
ネイティブ画像
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症例概要

64歳、女性。
病歴 ： 眼底出血の精査で偶然に発見された未破裂脳動脈瘤 

（左内頚動脈瘤）5.2mm×4.8mm（Neck:4.1mm）
既往歴 ： 高血圧症、脂質異常症
家族歴 ： 特記すべき事なし

手技（バルーンアシストテクニック）

全身麻酔導入後、右大腿動脈アプローチで7Fガイディング
カテーテルを左内頚動脈に留置し、3D-DSA画像を参考に
ワーキングアングルを決定した（Fig.2-1）。動脈瘤の局在
は左内頚動脈C2部、サイズは長径5.2mm・短径4.8mm・
ネック4.1mmとワイドネック型動脈瘤であり、バルーンア
シストテクニックを用いて手技を行った。マイクロカテーテ
ル（Excelsior SL-10R, Stryker）をガイドワイヤーの誘導
下に動脈瘤内の中央ややネック寄りに留置した。バルーン
インフレート下に1stコイル GDCR 10 2D Soft SR 5mm
×10cmを挿入した。2ndコイルから4thコイルまではTarget 
Helical Ultraを挿入したが、コイル挿入時のカテーテルとデ
リバリーワイヤーのテンションはかなり高く、更なるTarget 

Ultra Coilの追加挿入は困難と思われた。しかし、依然とし
て動脈内への残存血流が認められたため（Fig.2-2,3）、バ
ルーンインフレート下にTarget Nanoを挿入するとストレス
無く７本（Target 360 Nano 1.5mm×3cm 2本、Helical 
Nano 1.5mm×2cm 2本、Helical Nano 1mm×2cm 3
本　計16cm）ものコイルが挿入でき動脈瘤の完全閉塞が得
られた（Fig.2-4,5,6）。患者の術後経過は極めて順調であり
何ら合併症なく退院した。

■使用コイル
1stコイル ：GDC 10 2D soft SR 5×10
2ndコイル ：Target Helical Ultra 4×8
3rdコイル ：Target Helical Ultra 2.5×6
4thコイル ：Target Helical Ultra 2×3
5thコイル ：Target 360˚ Nano 1.5×3
6thコイル ：Target 360˚ Nano 1.5×3
7thコイル ：Target Helical Nano 1.5×2
8thコイル ：Target Helical Nano 1.5×2
9thコイル ：Target Helical Nano 1×2
10thコイル ：Target Helical Nano 1×2
11thコイル ：Target Helical Nano 1×2

症例2 ワイドネック型小型内頚動脈瘤に対する
Target Nano Coilsを用いた塞栓術

Fig.2-1
治療前ワーキングアングル

Fig.2-2
4thコイル（Target Ultra）挿入後

Fig.2-3
4thコイル（Target Ultra）挿入後
ネイティブ画像

Fig.2-4
バルーンアシスト下でのTarget 
Nano挿入

Fig.2-5
治療後ワーキングアングル

Fig.2-6
治療後ワーキングアングル
ネイティブ画像
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ポイント

サイズが小さいワイドネック型動脈瘤は、塞栓術終盤まで動
脈瘤内に残存血流が認められることが多く治療直後から完全
閉塞を得ることが難しい。本動脈瘤もTarget Nanoを挿入
する直前（4 thコイル）までに27cmものコイルが挿入された
にもかかわらず残存血流が認められた。4thコイルを挿入した
時点でマイクロカテーテルとデリバリーワイヤーにかかるテン
ションは高く、更なるコイル追加は困難と思われた。しかし、
Target Nanoはバルーンアシスト下に何らストレスなく挿入
が可能であり、16cmものコイルが追加挿入され動脈瘤の完
全閉塞が得られた。概して1mm-1.5mm径といった極小径
コイルをバルーンアシスト下に挿入すると、離脱後にコイルが
遠位側血管へ飛散迷入（コイルマイグレーション）する危険性
があるが、Target Nanoは留置済みの他のコイルとしっかり
絡まりマイグレーションは全く問題とならなかった。Target 
NanoはGDC-10 UltraSoftRコイルと同様にコイルの隙間
を奥に進む突破力に優れ、他のコイルともしっかり絡むこと
からも安全性が高くフィニッシングの終盤でも非常に有用で
あると思われた。

まとめ

Target Nano Coilsを用いることにより、治療直後からの完
全閉塞が得られにくいワイドネック型小型動脈瘤に対して安
全かつ満足のいく塞栓結果を得ることに成功した。

All photographs taken by Juntendo University Hospital.
Results from case studies are not predictive of results in other cases. Results in other cases may vary.


